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『貿易商務動態論』　要　旨
　　　　　1）
資本搬㈱のもと聴ける一国の貿易は，・れ梯実蘭としてみる限り溜易企業が行なう海肺
場との末端的鰍の籟としてとらえることができる．その意床からして潔易企業の商社的鞭は・国
民経済のもつ供給能力とともに，その果たす役割はきわめて大きい。
す肋ち，貿易蝶は，その商社的號樋して湯所的噛間的㍑婦練遠くあ隔わ嬬瀦と供
給者と艦びつけ妹葡な雛を計りながら，農工業が物的，形態的価値として生産し嫡品に湯
所的，量的な利用価値を付加していく。
もちろん潔易企業も，技術鞠や糧生産方式で代表される急速な経済的変M「L対応すべく・これま
での醒的機能に加えて，たとえば，砧イヒ学や原子力麟にみられる・う姪業齢のオルガナイザーとし
ての機能，あるいは，鍵諸国への経醐力の・・イオニアとしての役割，ある磁畝・酬楊に溺
る生瀦の生静・び販矧酢直接潤与する・うな吻一ケ・ト・エンジニアリングの機能などを
も備えるべきだと考えられる。
　　　　　（2）
賜蘇鏑社的機能のうち，酬楊との雛燗連するいつさいの醗経営燗することがらを
微視的襯点から商学的紛析し究明するものカ・貿踊灘である・・れまでは潔嚴務論，貿易業務
論などの名称で呼ばれることが多かつた。
　この分野肋けるこれまでの著作は，蜴売買の日常白勺な骸輪出入手続きを謎する賜実務便覧
的なものが多い．それらはいずれも，わが国の貿易取引の輔もしくは実態を翻とし傭り，実灘に
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とんだものといえる。
　　しかしながら，反面，あまりにも現実に接近しすぎた近視眼的な見方であるためVC，そこでは，程度の
低い問題意識と実践意識とは濃厚であるが，学問意識と原理意識とに欠ける点が多いし，また，貿易商務
に関する現実の雑多な素材を整理，分析してこれを体系付けるだけの把握理論もみあたらない。
　tsよそ，貿易商務に関する研究に語いては，実践性を欠いた空論に陥つてならないことはいうまでもな
いが，そうかといって，程度の低い実践性だけで理論性を欠いた実務便覧にとどまつてはならない。
　あるべき貿易商務論においては・貿易商務の1つ1つが，それぞれ個別，具体的，摩史的な特殊現象で
あることの分析から出発せねばならない。
　これまでの研究者が，とかく，静態的，表面的，断片的に取扱いがちであつた貿易商務の1つ1つを深
く分析して，その歴史的特殊性を究明するとともに，それぞれの商務の相対的な位置付けを，まず，行な
わなくてはならない。こうした方向からのみ，貿易環境の変化に正しく適応できる貿易商務の体系が確立
されるわけである。唯一絶対にみえた貿易商務の1つ1つが，実は，それらが成b立つ基礎的な条件の変
化によつて・たちどころに・適応性を失う相対的なことがらでしかない点が究明されねばならない。と同時
に・それら相対的な貿易商務のすべてを総括する体系付けが必要となる。
　　　（3）
　およそ，貿易商務を基本的に成立させる3つの構成要素が考えられる。貿易商務の主体である貿易企業
と・貿易商務の客体である海外市場・そして，それらを結びつける媒体としての貿易商品である。
　一見，静的，普遍的vaみえる貿易商務の1つ1つも，それらの成立する基盤を堀りさげていくと，結局
は，特定の貿易企業が特定の商品を媒体として，特定の海外市場とのk7va末端的な接触を行なうための個
別，特殊的な商務であることが分かる。したがつて，結びついた5つの基礎的な条件に変動があれば，表
面V’Cあらわれる商務そのものの形態にも内容にも変化が生ずるのは当然である。
　もちろん，貿易商務のなかには，3つの基礎要素の変動va反応を示さない恒常的な商務もないわけでは
ない。たとえば，貿易商務に対する慣習的または法律的規制，あるいに，「インユタームス」，「米国貿
易定劃，「荷為替信用状に関する統一規制」などvaみられる貿易慣習ないしは貿易条件の解釈に関する
統一化傾向がそれである。
　しかしながら・貿易商務に対する慣習的な規制は，それらがいかに，恒常的，普遍的vaみえても，実は，
貿易環境の変イヒとともに，長期的には，やはb可変的なものでしかない。
　いつぼう・また・法的規制も・貿易取引に関する国際的な統一化の傾句も，それらは，貿易商務の固定
化，普遍化，静態化を目的とするものではなく，むしろ，貿易企業がもつとも合理的な商務を自由に行な
うための基礎ないしは環境を整備するための手段でしかない。
　貿易商務を成立たせる基礎的5要素のすべての組合わせを設定して，それぞれに最適な貿易商務の体系
を確立させることが・あるべき貿易商務動態論に課せられたもつとも大きな課題である。この方向を示唆
するような研究成果も，欧米に訟いてわずかながら発表されているが，いずれも，いまだ貿易商務の多様
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性を資料的に問題提起している段階にすぎない。
　5要素の組合せのそれぞれに対応する特殊的な貿易商務を各論的に研究するど同時ec，他方，それらの
すべてを総括する原理的なものの研究が行なわれなくてはならない。いま5要素の組合せのコードをAA
A，あるいはMZAのように，第1・字目に貿易企業の階層記号を，第J2字目に貿易商品の格付け記号を・
第5字目に海外市場のコードを組合わせて表示するとした場合，3要素をAAAの形で結びつけたり，あ
るいはMZAと結びつける組合せの原理は何かが問題となる。そして，この原理を究明するものが，貿易
商務動態論を構成する支柱の1つである海外市場調査に関する研究である。
　海外市場調査の研究結果として5要素の組合わせのコードが決まり，貿易取引の基本的な型が決定した
場合に澄いても，そこにいくつもの商務上の体系が想定される。この場合，そのなかのいかなる商務を選
びそれをどのように体系付けていくかは，取引の基本的な型を現実化するために用いる貿易商務上の戦略
いかんによる。
　この貿易商務の戦略に関する研究は，海外市場調査についての研究とともに，これまでの貿易商務論が
その研究対象から見落していたものであるが，貿易商務動態論においては，この方向の研究が1つの柱と
なる。
嫌，い旅精骸海姉場締を徹い，最適嫡轍略澱定できたとしても・これを現実のwn
具体的，歴史的な貿易の環境のなかで実践していくためには，これまでの貿易商務論がその主たる研究対
象として取扱つてきた貿易慣習もしくは貿易手続き的なものを度外視しては，取引を現実に履行すること
は不可能となる。貿易商務動態論に澄いては，もちろん，この方向の研究も，1つの主要な柱となる。
　問題は，これまでの貿易商務論が，貿易商務の大綱もしくは基本的な型を決める貿易商務のより積極的
な，より高度な，より基本的な一面である海外市場調査ないしは貿易商務戦略に関する研究を欠いていた
ばかりでなく，そもそも，そうした方向の研究を織込めるだけの研究方法もしくは体系をもちあわせてい
なかつたために，所与の条件のもとでうごめぐ消極的な貿易実践の一面だけを，しかも唯一絶対的な体系
であるかのように錯覚してきた点にある。
　貿易取引の基本的な組合せと戦略との変イヒva応じて，取引の実践上用いるべき貿易慣習ltいLIE続きそ
のものも，常に新しく体系付け直されねばならない過程が究明されなくてはならないと同時に・そのよう
な観点から，貿易商務のすべてが検討し直されねばならない。
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　　　　（4）
　貿易商務の全般を，海外市場調査，貿易売買契約，貿易運送，．貿易染済，貿易ク1・‘・一一ムの5段塔に分類して，それ
ぞれの商務について，その歴史的特殊性を究明したものが，副論文として提出した「貿易商務論」である。
　　副論文において行なつた研究成果を基礎として，貿易商務全体の体系化を計つたものが本論文「貿易商
務動態論」である。ここでは1章に澄いて，貿易商務論の位置付けとその動態化理論を展開している。
　　同第2章に於いては，3要素の組合わせ原理を究明する海外市場調査の特殊理論をとりあげ・さらに第
　3章に澄いては貿易商務の戦略を取扱つた。
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　こうした貿易商務動態論の観点から，貿易商務実践上の素材としての貿易慣習tsよび貿易手続き的な問
題のすぺてを，新しく体系付けるための試みが参考論文で行なわれている。　　’
審　　査　　結　　果　　の　要　　旨
本論文の内容の大要は次のごとくである。
（主査）
（副査）
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　その特徴とする所は，’まず理論的一貫性にある。従来の貿易商務論は，もつばら既存の事実慣行を鮮明『
すること臆であつて’tの賜酪の騰的側面・徽その基本的灘について不明融鰯矛盾せる
理念を包蔵したるまま現状を解明するに止まつた。しかるに筆者は貿易商務の本体を解剖して厳正なる特
質を摘出し，それを赤裸々に表明する。
　次にその理論の展開は明快にして一点のくもbも止めない。更に従来の手法又は手続等についての矛盾
誤謬・不公正等にっいてもこれを明確にする。従つてその改革，修正を断行し正道を確保するための論議
はまことに適正を得ている。
　まず，貿易商務理論に誇いて・貿易がミクロ的に国民経済へ影響する所を，従来の諸企業va対する関係
を明らかにすると共にマクロ的極部面のみならず，積極面への貢献をとり上げてこれを指摘しその一層の
伸長を図るべしとする。
　更に海外市場を経る事により甲民経済に無限の可能性を実現させる事で更に世界経済への寄与の多大な
るを説くの正しいと共に爾後の論理の展開が期待される。特に貿易の場所的時間的価値と共に量的価値の
生産をあげる論理は新見解である。
　このように貿易商務論が学問上重大なる地位を占め，従来のミクロ的研究の外にマクロ的な各見地を究
明するの要あることを主張するのも新しい見地をなすものである。
　その立場からは貿易商務論の動態化が主張される。貿易に関し，ミクロ的のみならずマクロ的va国民経
済上，世界経済上の各々の立場から刻々に変化する条件に立つて考えるべきであり，従来の静態的研究で
はまことに不十分である。特にそうなると新しい商学的立場の外むしろ法律学的，歴史学的，経済学的に
なつて現実の地盤を見失い易い点をいましめているのは深い自省と見るべきである。このことから貿易商
務が森の樹を観ると共に大きく森を観るべきであると常に反省しているのもよい。
　貿易論を商務の主体たる貿易企業，商務の客体たる海外市場，それを結びつける媒体としての貿易商品
の5位1体で観察するのも正しい立場を得たものである。
　しかもこれらの見地から我国最近の貿易を分析して貿易額，専業，副業，輸入，輸出，兼業等から示し
てその推移を見るのも上述の演繹的研究を帰納によつて証明しかつ研究を発展せしめるものである。又こ
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れを貿易品目的に第1次，2次，3次，原料品，半製品，精製品yc細分して示しているのは結果的にも我
国民経済の姿を正しく浮彫りするもので，吾等に重大なる反省をなさしめる。
　かくして貿易の新態様の発生，進展を説き貿易金融と静態，通常の信用状よりも長期金融に着目せよと
言うのも評者として特に注目せられる。
　以上の見地に立つとき貿易商務についての戦略が如何なるものたるべきかも始めて明白となつて来るの
であつてその大成が期待される。
　次に海外市場調査の特殊理論を展開する。マーケツチング自体に澄いては市場調奪は1科目となつて検
討されているのであるが，海外貿易は特殊の問題が多い。筆者はまず市場調査の一般原理を考究し進んで
海外市場調査の特異点に及ぶ。この点についても直観と推測による個人と集団の体験によつての把握は限界
があるとし，従来の市場調査が兎角直線的，静態的に停頓し勝ちであつたのに対して景気，変動，政府の
財政金融政策等の市場に及ぼす作用をも把握し常に動態的たろうとしているのはよい。
　調査方法についても現状は不満である。探検調査，記述調査，一そして実験調査に分つて，しかもその各
々が海外市場vaついては限界があり，消費動向により基本的に規制する社会的経済的諸関係の動的変化の
考察なくしては正しい結論は得られない。
　更にブラット教授の調査にも修正すべき点があると立論し，比較市場的な目的と潜在的な販売可能数量
に思い致すべきであるとし，これvaよつて調査者の主観的恣意の限界とすべきであるとするのも正しい。
　そこで混合的方法として，商品と市場の適応性と品質的，価格的，納期的，決済方式及び販売経路の5
に分けて細述する。これによつて第1段階の仮説が実証されるべきであるとするのも斯界に教える所が多
い。
　最後に貿易商務の戦略を論ずる。まず特定商品，特定市場への特別努力を計画立cるべきで，従来の追
従，競争的小商人態度は不可とする。又内需の行きづまり打開を輸出に求めんとするのも過当競争の源泉
であるとする。更に従来のバイヤーへの波打際輸出でなく，深く消費者層への．食い入りの要ありとするも
のも，日本商人への頂門の一針である。
　次に商品政策とし需要者の立場を考え，最終消費者への同事「和光同塵」を説くのも正しい与件の分析
と無数の組合わせの可能性の凡てを検討したる後の断行あるべしと言うのは慎重な論議である。
　包装プラント等の問題にも論及して戦略的態度が同事たるべきを説く。更に価格政策に及んで，今日の
無価格的な無秩序はよくない，高からざると共に無制限競争に最低価格の反省を求める・特tre　F　O　B・
CIFは輸出地で責任解除の条件は市場開拓上反つて無力・有害であるとするのは聴くに値する。決済条
件にしても同事の発効なくしては信用状決済原則廃止は前向きではあるが，中小企業としては金融上行き
づまるとして，時に応じ自由になすべきであるとするのも正論である。最後に流通経路の確立について力
説するが貿易政略上の要点であり，輸入についてもその地盤の確立上経路の確保を力説している。
　以上を通観するに，本論文は著者の多年にわたる学究的研究の成果であり，その業績は斯界に貢献する
ところ多大で後進の重要なる参考となるものと認められる。
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上以
「
依つて，著老は商学博士の学位を授与する十分なものと認定する。
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